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Abstract　In　this　special 　talk
，
1　Wi11　introduce　my 　work 　in　the　last　twelve　yeaτs　and 　more ，

　on 　the　structuring 　and

browsing　of　1argescale　digital　news 　video 　archives 　and 　their　applications 　a皿 d　recompilation ．
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1． ま え が き

　1．1　研 究の背景

　近 年，記 憶 媒体の 高密度化 な どに伴い ，大 量 の 映像を 蓄積 で

きる よ うにな っ た．講演者は これ ま で放送 映像 ， 特 に資 料的価

値が高い ニ ュ
ー

ス 映像に 注目して，その 解析，索引付け，検索，

再利 用 に 関す る研究に取 り組 んで き た．本講演で は，そ れ らを

整理 した うえで ， 各々 につ い て簡 単 に紹介す る．

　計算機に よるニ ュ
ー

ス 映像の 解析が本格的に 研究対象に なっ

たの は，1994 年に 米国 Carnegie　Mellon大 学 で始 ま っ た In−

formediaプロ ジ ェ ク ト［1亅の News−on −Demmd ［2］が嬲 であ

る．News −on −Dema 皿 d は，ニ ュ
ー

ス 映像 を大 量 に 蓄積 し，内容

の解析に基づ く索引付けや構造化に よ り，オ ンラ イ ン検索がで

きる アーカイ ブ の 実現を 目指す 先進的な 試み だ っ た，

　その 後，欧米を中心として，公的機関や放送局 自身が大規模

なデ ィ ジ タル放 送 映 像 アーカイ ブ を構 築 す る よ うにな っ た．な

か で も，オラン ダ国営放送視聴覚研究所 （Nederlands　lnstituut

voor 　Beeld　en 　Geluid）
〔注 1｝

や フ ラ ン ス 国立視聴覚研究所 （INA ：

Institut　National　de　1’Audiovisuel）（注 2）
は，そ の規模だ けでな

く，一般へ の 公開形態の 点で も，我が国の 数歩先を進んで い る．

　
一
方，学界で は，2001 年か ら，評 価型映像検索ワークシ ョ ッ

プ TRECVID （注 3 ）

（当初 は，テ キ ス ト検索 ワ
ークシ ョ ッ プ ；

TREC の video トラ ッ ク） ［3］も，世界各 国の ニ ュ
ース映像 を

データセ ッ トに 含ん で い る が，あま りニ ュ
ー

ス コ ン テ ン ツ の 解

析 とい う視点 では タ ス クが設 定 され て い ない ．

　以 下，大きくニ ュ
ース 映像の （1）構造化 と閲覧お よ び （2）

再利用 に分け て 紹介す る．

　1．2　NH 　TV −RECS ニ ュ
ース映像アーカ イ ブ

　こ の よ うな背景 の も とに
， 講演者は ， 当時在籍 してい た 国立

情報 学 研究所 にお い て，佐藤真
一，片山紀生，孟洋の 各氏 らと

共同 で放送映像 ア
ー

カイブシ ス テ ム を構築 し，2001年 3 月か

ら本 格的 に 映像 の 蓄積を始 め た．こ の シ ス テ ム に よ り，以下の

2 種類の 放送映像ア ーカ イ ブが構築 され て い る．

　 （1）　東京地 区の 地 上波全 7 チ ャ ネ ル の 放送映像を 同時並行

して終 日記録 し，一
定期間保存する 「24 時間映像アーカイ ブ」

（注 1）　： http ：！！＝ vw ．beeldengeluid ．n1 ノ

（注2）： http ：〃 mm ．ina ．fr／

（注3）：http ：〃 trecvid ．夏i5t ．9。v ／
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表 1NII 　TV −RECS ニ ュ
ー

ス 映像ア
ー

カイ ブの 諸元 （2013 年 1 月

　 　 31 日現在）

Table　I　 Speci丘 cations 　 of 　the 　NII　TV −RECS 　 news 　 video 　archive

　 　　 　 （As 　of 　Jan．31，2013 ），

番 組

収録期間

収録本数

収録時間

記録容量 〔文字放送字幕）

記録容量 （MPEG −1 映像）

記録容量 （MPEG −2 映 像）

NHK 「News　7」

　　 　 4，339 日

　　　 4，228 本

　 約 2，100時間

　 　 　 99MB

　 　 　 1，2TB

　 　 　 6．4TB

　 　図 1　当初の NII　TV −RECS 映像ア
ーカイブシス テ ム

Fig．1　 The 　original 　NII　TV ・RECS 　video 　archiving 　system ．

　 （2） ニ ュ
ー

ス ，料理，ドキ ュ メ ン タ リな ど，特 定 の 番組 の

映像 を記 録 し，永続的 に 保存 す る 「特定番組アーカ イ ブ」

これらは，後に まとめて 「NII　TV −RECS （NII　TV 　Broadcast

Video　Research　Corpus）」 と命名 され，研究素材 として利用 さ

れ てい る
（注 4）．

　本講演で 紹介する研究で は主に 後者の うち，特定の ニ ュ
ー

ス

番組の 映像か らな る 「ニ ュ
ース映像アーカイ ブ」を 用い た，表 1

に，2013 年 1 月 31 日現 在の ア
ー

カイブの 諸元を示す．

　 ア ナロ グ放送に 対応 した シ ス テ ム （図 1）を構築 して か ら 12

年を 経て，現在で は記憶装置 も大幅に 増量 した うえで，デ ィ ジ

タル 放送 に対応 した構成に な っ たが，当初の シ ス テ ム 構成に 関

する 詳細 に つ い て は，文献［4］を参 照 され た い ．

　 1．3　用 語 の定義

　ニ ュ
ー

ス に 関連する 用語 につ い て，以下の よ うに定 義す る．

まず，新 聞記事を 対象 と した話題 の 追跡を目指 し て米国立標準

技術研究所 （NIST ）が主 催 した ワーク シ ョ ッ プ TDT （Topic

Detection　and 　Tracking ）に お ける定義 ［5】は 以下の 通 りで ある．

　 ●　 イ ベ ン ト （event ） ：Some 　incident　that　 occurred 　 at

some 　specific 　time　 and 　place 　 along 　with 　all　 necessary 　pre

conditions 　and 　unavoidable 　consequences ．

過 去 か らの トピッ クス レ ッ ド構 造 　未 来 への トピ ッ クス レ ッ ド構 造

図 2　トピッ クス レッ ド構造の例 ：円状 の ノードが 「ス トーリ」を表

　 　 し，同色の ス トーリの 集合が 「トピッ クク ラス タ」を なす．任意

　 　 の 2 ス トーリを 結ぶ経路が 「トピ ッ クス レ ッ ド」 で あ る．
　 　 　　 Fig．2　Example 　of 　a 　topic　thread 　structure ．

　 ・ 　ス トーリ （story ）：A 　topically 　cohesive 　segment 　of　news

that　includes　two　or 　more 　declarative　independent　clauses

about 　a 　single 　event ．

　 ■　 トピッ ク 〔topic ） ：Aseminal 　event 　or 　activity ，　along

with 　all　directly　related 　events 　a皿 d　activities ．

　ま た，講演者 ら独自の 用 語を次の よ うに定義する 〔6］．

　 ● 　トピ ッ ク ス レ ッ ド ：強 く関連す る ス トーリを 時系列 に

次 々 に連 鎖 し た もの ，経 路 上 に 複 数 の トピ ッ クを含 む こ とも

あ る．

　 ●　 トピ ッ クス レッ ド構造 ：同
一

の ス トーリを起 点 とす る ト

ピ ッ クス レ ッ ドを束ね た有向グラ フ 構造．

　 ・ 　 トピッ ククラ ス タ ： トピ ッ クス レ ッ ド構造中の 隣接する

ス トーリの 意 味的ま とま り．

　な お，本講演で紹介する研究の 多くは clQsed −caption （以下，

CC ：わが 国では文字放送 字幕）と呼ばれ る，音声 書き下 しテ キ

ス トが用 い られ て い る．ま た，以 降 で 「映 像」 と表 現 す る際 に

は，「動画像」・「音声 」・rCC 」 を合わせ たマ ル チ メデ ィ ア 情報

を 指す こ と とす る．

2． ニ ュ
ー

ス映像の構造化と閲覧

　一般 に ニ ュ
ース コ ン テ ン ツ を扱 う際 には，い わ ゆ る 5WIH の

属性を考慮する こ とが重要とされる，ニ ュ
ー

ス の 構造化を考え

る際には，こ の な かで特 に具体的な 4W （When ，
　Where ，　Who ，

What ） に注 目す る こ とが 多い ．一
方，こ れ らの属 性 を 総 合 し

た トピッ クの 流れ に 注 目する こ ともある．

　本講演で は，講演者 らが こ れ まで 主 に注目して きた，上 記 の

うち rWho 」 お よびトピッ クの流れ に注目 した研究 につ い て紹

介す る ．な お，「Where 」 属性 に 基づ く構造化を含め たさ ま ざ

まな 関連 研 究 につ い て は，文 献 ［7］を参 照 さ れ たい ．

　2．1　登場人物に関する構造化と閲覧

　当初 トラ ブル が頻発 して い た 映像 アーカ イ ブシ ス テ ム も，

2003 年に な る とほ ぼ安定運用で き る よ うに な り，そ の 年の 夏か

ら秋 にか け て 関係者 で 集 ま り，ニ ュ
ース 映 像 アーカイ ブの 実利

用方法に つ い て 検討 した．折 しも，第 43 回衆議院議員総選挙

の時期であ り ，
ニ ュ

ース 映像に頻繁に登場す る人物 （主に政治

家）に つ い て ，アーカイ ブか ら過去の 発言 とそれ に対す る他者

の 発 言 とそ の感情 属 性 （賛 成 ・反 対 ・中立），登場 人物 間 の 人 間

関係を抽出 して，実際 の ニ ュ
ー

ス 映像 ととも に 提供 す る こ とで，

有権者の投票意志決定を支援する とい う利用 方法を考 えた．

（注 4）：http ：！／vwv ．vpl ．nii ．ac ，jp／tv曽recs ／index −ja・html
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　 　 　 （a＞ 人物 情 報 ビュ
ー

　　　　　　　 （b）映像ビ ュ
ー

図 3 人物情報ポータル rNewsWho ’
sWho 」 の プ ロ トタイプイ ンタ

　　 フ ェ
ー

ス ［Sl

Fig，3　A 　prototype 　interface　 of 　a 　personal　information 　portal

　　　
“NewsWho ，

sWho
”
［8］．

一強い 関

←一弱い 関係

（a）テキス トか らの 抽 出 （b）画 像か らの 抽 出

　図 5 ニ ュ
ース 映像か ら得 られ た，登 場人物の共起関 係の強 さ ［8］

Fig．5　Strength 　of 　 cooccurrence −based　relations 　Qf 　people 　ex −

　　　 tracted　from　news 　videos ［8】．
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提 案手法 による名寄せ

・正 解の 名寄せ

図 4　登場人物間の 関係の強さに 基づ くニ ュ
ー

ス映像閲覧イ ンタ フ ェ
ー

　　 ス ：rtrackThem」 ［9］：中心の 注目人物 と関係が強い 人物が放射

　 　 状に並 ん で い る．円周上 の人物をクリッ クすると，注 目人物 と共

　　 起す るス ト
ー

リの
一
覧が 下欄に 表示さ れ，閲覧で き る．ダブル ク

　　 リ ッ クす る と，中心 の人 物が入れ 替わ る．
Fig、4　A 　news 　video 　browsing　interface　based　on 　the　cooccurrence

　　　 of 　people ：
“trackThem ”

［9］．

　そ れ を う け て 試 作 し た の が ，人 物 情 報 ポ ー
タ ル

「NewsWho ’

sWho 」 （図 3）で ある．

　こ の イ ン タフ ェ
ー

ス は，あ くま で もプ ロ トタイプで あり，コ

ン テ ン ツ は全 て人 手 で 作 成 した もの だ っ たが，研究の 方向性を

定め る うえ で 原 点に な っ た．実際に
， 本節で紹 介す る 3 つ の 研

究課 題 は，そ の 後 こ の プロ トタイ プイ ン タフ ェ
ー

ス の コ ン テ ン

ツ作成に必要な技術 と して取 り組ん だもの で あ る，

　本研究の 詳細 に つ い て は ，文献［8］を 参照 され たい ．

　2 ．L1 　登 場人物間の 関係に基 づ く閲覧

　こ の ように，映像中の 登場人物に注 目 し始め た頃，折 しもソー

シ ャ ル ネ ッ トワ
ークに 関す る研究が 盛 ん にな り始め て い た．そ

こ で，CC 文中の 人 名 の 共起頻度を登 場人 物 間 の 関係 の 強 さ と

考 え，人 間 関係 を た どりなが ら人 物が共起する ニ ュ
ー

ス を 閲覧

で きる よ うなイ ン タフ ェ
ース 「trackThem 」を構築した （図 4），

　その 後，ニ ュ
ー

ス 映像中に は，明示的に 語 られな い もの の ，

同時に 画像中に 写 っ て い る人物が存在する こ とを 想定 し，顔の

共起 につ い て も考 慮 す る こ とに した．実際，図 5 に 示すよ う

に ，人 名の 共起 と は 異 な る 関 係が得 られ る こ とが分 か り，両者

　　図 6　顔を 用 い た登場 人 物の名寄せ結 果 （例 ： 「田 中」） ［10】

Fig，6　An 　θxample 　 of　 name 　disambiguation　by　faces （ex ．

　　　
“Tanaka”〉［10］．

を組み合 わせ る必要 があ る こ とが 分 か っ た，しか し，顔 に対す

る正 しい ラベ リン グが難 しか っ たた め，実際に 統合する には至

らなか っ た．

　本研究の 詳細 に つ い ては ， 文献［9］を参照 され たい ．

　2．1．2　顔を 用い た登場人物の 名寄せ

　そ こ で 取 り組ん だの が，顔を 用い た登場人物の 名寄せ に 関す

る研 究であ る．こ れ は，登 場人 物 間 の共起 を 数 え る際 に，同一

人物の 呼称が文脈 ・時期に よ っ て 変わ る こ とと，似た 呼称の異

な る人物が存 在 す る こ とに対応す るた め で ある．そ こ で 、CC

中の 人名に 加えて，映像中の顔画像を組み 合わせ て 照合 す る名

寄せ 手法 を検討 した．得 られ た 名寄せ結果の 例を 図 6 に示 す．

こ の よ うに
， 特に 背景知識がな くて も，さま ざ まな呼称をもつ

似た名前の 人物を名寄せする こ とができ る よ うにな っ た．

　本研 究 の 詳 細 に つ い て は．文献［10】を参照 さ れ た い ．

　2，1 ，3 　モ ノ ロ ーグシーン の 検 出

　 さて，新聞や 雑誌 で は なく，ニ ュ
ー

ス 映像とい うメデ ィ ア に

よ り社会の 事象を知 る こ とに どの よ うな利点が あ る だ ろ うか ？

こ れ は，こ の分 野の 研究を始め た 当初か らつ き まとっ て きた疑

問 だ っ た．講演者 な りに考 えた答 えは，古 くか ら言わ れ る よ う

に，「百 聞 は意 見 に如か ず」 と言え る よ うな情報が ニ ュ
ース 映像

に 含まれ る ためで ある．特に，登 場人 物に注 目 した場合，その
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図 7　 トピ ッ ク ス レ ッ ド構造に 基づ くニ ュ
ース 映像閲覧イ ン タ フ ェ

ー

　　 ス ：「mediaWalker 」 ［6］
Fig．7　 A　news 　vid θo　browsing　interface　ba8ed　on 　the 　topic　threaU

　　　 structure ：
“
mediaWalker

”
［6］．

人物の 肉声に よる発 話が ， 発話内容その もの だけで なく，体調

や気分など，他メディ アで は 明示的に記述され る こ とが少ない

五 感情報を含む と考 えた．

　そ こ で，ニ ュ
ース 映像か ら，登場人物 （番組関係者 を除 く）

の 肉声に よる発話を検出す る手法につ い て検討 した．こ れ は ，

ニ ュ
ー

ス 映像 にお い て，顔が映っ て い て もア ナウンサの 声が重

な っ てい る こ とが多々あ る とい う特殊事情が ある た め で，画像

と音声の 同 期を確認す る必要が あ る．

　そ こ で，CC 中のキーワードな どを手がかりとして番組関係

者の 声を自動的に学習 ・検出する方法 ［11］，口唇特徴 と音声特

徴の 相関を 学習する 方法［12］に よ り登場人物の 発話 （モ ノロ
ー

グ）シ
ー

ン を検出す る手法を 開発 した ．

　 これ らの 研究の 詳細 に つ い て は，各文献を 参照 され たい ．

　2．2　トピ ッ クに基 づ く検索と閲覧

　
一

方 ，ニ ュ
ース 映像ア

ー
カ イ ブ の 規模 が大 き くな る につ れ，

CC 中の キ
ー

ワ
ード検索結果 を単 純 に一覧 表 示 す る程 度で は，

映像内容を網羅的に理 解する のが 困難な こ とに気づ きだした．

た とえ ば，「ビン
・ラ ディ ン 」 の ように，長期に わ た っ て 大き

く話 題 に な っ た人物の 名前 を含む ス トーリを 検 索す る と，100

件を越 える結果が得 られ るよ うにな っ た，画 像や テキス トと異

な り，映像 は一覧性が悪い メディ アなの で，こ の よ うに大量 の

映像か ら知りたい 情報を得 るの は，時間的に 困難であ る．さ ら

に，ニ ュ
ー

ス とい う時 系 列 性 を有 す る コ ン テ ン ツ である 以上 ，

内容の 変 遷 を知 りた い こ と も多い が，これ だ け大 量 の 映 像 間の

関係を網羅的に把握す る こ とは ， 人 間 の能力を超越 してい る．

　そ こ で，関連ス トーリの 時間的変遷を追跡する こ とで トピッ

クス レ ッ ド構造を 明らか に し，そ の 構造を 可視化 したうえ で映

像を トピ ッ ク の変 遷 に 沿 っ て 効率的に 閲覧 す る た め の イ ン タ

フェ
ース 「mediawalker 」 （図 7）を構築 した．本節で 紹介する

3 つ の 研究 課 題 は，mediaWalker イ ン タフ ェ
ー

ス を実現す る た

め に 取 り組ん だ もの で あ る．

　 2．2．1　 トピ ッ クに関 す る時系列意味構造 「トピ ッ クス レ ッ

　　　　　 ド構造」 の 抽出

　あ る トピ ッ クに関するニ ュ
ー

ス の 時間的変遷を 自動 的 に 分析

図 8Wikipedia 記事 と対応付け られたニ ュ
ー

ス 映像閲覧イ ン タ フ ェ
ー

　　 ス ；「Videopedia」 ［13］
Fig，8　 A 　news 　video 　browsing 　interface賍nked 　to　Wikipedia飢 i−

　　　 cles ；
“Videopedia ”

［13】．

する方法を考案 し た．単純な 方法 と して，あ る トピッ ク に関 す

る ス トーリを時系列 に連鎖 す る 方法 や，類 似す るス トーリを ツ

リー構造に連鎖する方法がある．しか し，トピ ッ クが派生 ・統

合 し得るこ とを考え る と，こ れ らはニ ュ
ース の性質を 適切 に表

現 して い る とは言 い に くい．

　そ こ で ， そ の よ うな トピ ッ クの 派生 ・統合 の 表現を含 めて ，

ス ト
ー

リ間の 類似性 と時系列性を 同時に考慮 した 「トピ ッ クス

レ ッ ド構造」 とい うグラ フ構造を構築する手法を提案 した．

　 mediawalker は，基本的に この トピ ッ クス レ ッ ド構造 上の ス

トーリを た ど りなが らニ ュ
ース 映像 を 閲覧 す るイ ン タフ ェ

ース

であ る，

　本研究の 詳細 につ い て は，文献 ［6］を参照 され たい ．

　2．2．2Wikipedia 記 事 との 関連付け

　 こ の よ うな イ ン タフ ェ
ー

ス を構築 した もの の ，これ は 特定 の

放送局の 特定の ニ ュ
ー

ス 番組を対象 に した も の だっ た，無論 ，

こ れ に他 メデ ィ アや 他 のニ ュ
ース 番組を 加えた構造を構築す る

こ と もで き るが，内容が重複する た め，綺麗な構造が得 られな

い こ とが容易に 想像で き る．そ こ で，あ くまで も 1 日 1 回放送

され る特定の ニ ュ
ース 番組 か ら構造を得た うえで，各 ス ト

ー
リ

か ら関連情報ヘ リン クを張る方法を 採用 した，

　ま ず，当時爆発的に 普 及 し始め て い た，ユ ーザ貢献型 のオ

ン ラ イ ン 百 科 箏典 「Wikipedia」
〔注 5）

の 記事へ 自動で リン クを

張る こ とに した．そ の 際に，ニ ュ
ース とい う性質を考慮 して ，

ニ ュ
ース 映像の CC と放送 日の 情報を，　 Wikipedia 記事中の 記

述 とそれ に 含 まれ る 日付情報 と比較 して 関連記 事を抽出した．

　 こ の 処理 は，逆 に考 え る と，Wikipedia 記事に ニ ュ
ー

ス 映像を

関連付ける こ と とも考え られ るため，mediaWalker の 各ス トー

リか ら リン クを 張 る と ともに，イン タフ ェ
ー

ス 「Videopedia」

（図 8）を 作成 し，テ キ ス ト中心 の Wikipedia 記事 に映像を自

動 的 に付 与 で き る よ うに し た ．

　本研究の 詳細に つ い て は，文献 ［13］を参照 され たい ．

（注 5）：http ：〃 ja．vikipedia ．org ／
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図 9　準 同
一

映像の 存在 に よ り対応付い た，各国で 放送され た同一ス

　　 トーリの 例 ［15］
Fig．9　Example 　of 　stories 　broadcast　in　different　countries 　associ −

　 　 　 ated 　accerding 　to 　the 　cooccurrence 　of 　near −duplicate　video

　　　 clips ［15］．

図 10　言語横断ニ ュ
ース ス トーリ閲覧イン タフ ェ

ース ： 「mediaTtav −

　　　eller」　［15］
Fig．10　Cross−lingual　news 　story 　browsing 　intetface： “

mediaT 士av −

　　　 eller
”
［15］．

　2 ．2 ．3　言 語横断ニ ュ
ース ス トーリ検索

　
一

方，他の ニ ュ
ー

ス 映像ア
ー

カイブとの 関連付けに つ い て 検

討 した，特に 同
一イベ ン トに 関する 異な る 視点で の 報道を 知る

こ とは，イベ ン トの 内容を総 合 的 に理 解す る うえ で重要 な こ と

から，海外の ニ ュ
ー

ス 映像 と関連付ける こ とに した，こ の 際，

言 語 情報のみ で 関連 付け る と，た とえ機械翻訳の 性能が良くて

も，異なる視点で報道されて い る場合 に は対応 しに くい ため，

言語情報に 加え て 画像情報の 共起を利用す る こ と に し た．

　具体的に は，別途開発 して い た 準同
一

（near −duplicate）映

像の 高速検出手法 ［14］を利用 し，そ の共起を 強い 手がか り と し

て，同時期 に 放送された海外の ニ ュ
ー

ス 映像か ら類似度が高い

もの を検 出 した．図 9 に示 す よ うに，言語 情 報 の 共起 が 少 ない

もの の，画像情報 の 共起 が多い ス ト
ー

リが 検出された．

　また，図 10 に示 すよ うに，言 語 横断ス トーリ検索イ ン タ

フ ェ
ー

ス ：「mediaTraveller 」 を構築 した．

　本研 究 の 詳 細 につ い て は，文献 ［15］を参照 され た い ．

3， ニ ュ
ース映像の再利用

　講演者 は これ ま で ニ ュ
ー

ス 映像を解析 して 構造化する こ とで ，

検索や閲覧を容易に する方法に つ い て検討 して きた．しか し，
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図 11　内閣支持率 （注 6）
の 変動 と主要なイ ベ ン ト （例 ：第 1次安倍内

　　　閣） ［16］
Fig．11　Tfransition　 of 　demoscopic 　poUs 　 and 　 major 　 events （ex ，

　　　 Prime　Minister　Abe ，
s　first　government ）［16］．

総映像長 が 1，000 時間を超 え た 2008 年頃か ら，大量 に アーカ

イブされたニ ュ
ー

ス 映像が，実世界の事例を反 映 した大量 の映

像素材群に 見え て き た，それ 以来，放送映像ア
ーカ イ ブの 利用

方法 として，単 に過 去 の 映像 を 検索 す る の で は な く，積 極 的 に

新たなコ ン テ ン ツ の 制作を目的として，「実世界 シナ リオ に基

づ く映像再編纂」 とい う方向性で 研究を進め始 めた．こ の 方向

性 の 研究は まだ試行錯誤 の最 中で あるが，こ こ で は，ニ ュ
ー

ス

映像 ア
ーカ イ ブ 中の 映像 を用い た 「ス トーリ テ リ ン グ （story

telling）」 の 事例 につ い て紹 介す る．

　3．1　Video 　story 　telling ：「総理大臣は なぜやめたの か ？」

　 この 研究は，講演者が アム ス テ ル ダム大学で 在外研究中に 実

施 した も の で あ る．こ の 在 外研究 自体 は麻生 政 権 末期 に わず か

1 回 の み募集されたもの だが，渡蘭時に は，その麻生首相自身

を含 め，歴代 4 首相が 約 1 年で辞任 した とこ ろ で，世界か ら首

をかしげられて い た．その 頃，電撃的な辞任会見 を見 る機会が

多か っ た ため か，ニ ュ
ー

ス 映像アーカ イ ブ か ら必要な 映像 を検

索 して，「総理大 臣はな ぜや め た の か ？」を説明するダイジ ェ ス

ト映像を半自動的に で も短時間 で製作 で きれ ば，放送 局 の 編集

者 も助 か る の で は な い か と考え た．

　そ こ で，内 閣支持 率 ／不 支 持率
（注6）

の 特徴的な挙動 （絶対値，

変化，逆転）か らイベ ン ト発生時期を検出 し，そ の時期に含ま

れ る，CC 中で 首相の 名前が主語 として 出現する全ス トーリか

らイベ ン トを検出す る とい う方法 を採っ た （図 11）．具体的に

は ，対象 と な る 全ス トーリ中，起点 また は終 点 とす る トピ ッ ク

ス レ ッ ド構 造 が大 き い もの ，トピ ッ クス レッ ド構造上，前後の

出現密度が 高い もの をイベ ン ト候補として選び，内容の評 価属

性 （肯定的／否 定的）順 に 選択 した．支持率変化グラ フ と これ

らの 映像を交互 に 見せ る こ と で，イベ ン ト発 生時期を示 す と と

もに ， そ れ を説 明す る映像を見せ る こ とで，当時の 状況を想起

させ る こ とを狙 っ た，図 12 に作成 した映像の 例を示 す，

（注 6）：NHK 放送文 化研究所 ：
“
政治意識月 例調査

”，放送研究 と調査 （月報 ）

一53一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Institute of Electronics, Information, and Communication Engineers

NII-Electronic Library Service

工nstitute 　 of 　 Eleotronios ，工 nformation ，　 and 　 Co   unioation 　 Engineers

2007’bl　2 ＃1　　　　2QQZLSfibl　　　　20e71816 ＃2　　　　2σ0〃 9〆9＃1　　　　2σ0” 91fO＃f

200Tf9 ！77 ＃t　　 200 ア19 〆t2 ＃ 1

驟 ：f ン ブレー宀型 イベン F

嚥コ ：トピック型 イベ ン ト

篇 ：支19illz2

図 12　総理大 臣がなぜ 辞めた の かを説明する 要約映像 （例 ：第 1 次安

　　　 倍 内閣） ［16】

Fig．12　 A　 summary 　video 　that 　explains 　why 　the 　Prime 　Minister

　　　　resigned （ex ．　Prime 　Minister　Abe，s　first　government ）［16］．

本研究の 詳細に つ い て は，文献［16］を参照さ れ たい．

4． お わ り に

　本講演で は ，講演者が過去 12年に わ た っ て 取 り組ん で きた，

大規模な ニ ュ
ー

ス 映像アーカイ ブ の意 味構造解 析 とその 応用事

例を紹介 した．今後は，ウェ ブ上の さまざまなコ ン テ ン ツ も連

携 して，新 たな コ ン テ ン ツ の製作手法の確立 に取 り組み たい と

考 え てい る．
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